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城陽おひさまプロジェクトnews　

第10号2014年5月7日NPO法人市民共同発電をひろげる城陽の会

(0774-55-4190)


ＮＰＯ法人市民共同発電をひろげる城陽の会

第２回　定期総会のご案内

　

昨年6月8日NPO法人設立総会以降、自然（再生可能）エネルギーによる発電事業をひろげることにより、市民自身が主体的にまちづくりの一翼を担う活動は順調に発電所設置がすすみ、発電所設置は5月で4号機まで到達しました。会員の皆さんのご協力に深く感謝したします。さて、法人の会計年度を４月（初年度は事業開始月から）～３月としております。前年度の活動の総括と収支を明らかにし、今年度の計画等を決定していく第２回定期総会を下記により開催します。会員のみなさんのふるってのご参加をお待ちしています。

　また、当日は総会に先立って「脱原発・再生可能エネルギーとふるさと再生」をテーマに渡邉　信夫先生の記念講演を予定しています。このテーマは私たちの市民共同発電の活動と密接な関係があります。ぜひこちらの講演をお聴き下さい。合わせて、太陽光発電に関心ある方、会の活動を見守っていただいた方々のご来場をお待ちしています。

　　　　　　　　　　NPO法人市民共同発電をひろげる城陽の会　理事長　土居　靖範

記　　　

  第2回定期総会　ご案内
日時：2014年5月24日（土）　午後2時~4時半頃

場所：東部コミセン２Ｆ講習室　（ＪＲ城陽駅北東へ５分　0774－55―7858）

　　　　　　　　　　　　

　　①　記念講演　「脱原発・再生可能エネルギーとふるさと再生」　渡邉　信夫先生
質疑の時間を設けています

書籍・パンフレット・LEDの展示なども予定

　②　総会　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　1号議案　平成25年度事業報告

　　　　　　　　　　　平成25年度活動計算書等報告

　　　　　　　　　　　監査報告

　　　　　  2号議案　平成26年度事業計画

　　　　　　　　　　平成26年度活動予算　　　　　

　　　　　　3号議案　発電設備設置費用借入の件

　　　　　　4号議案　会費規定設定

　　　　　　5号議案　議事録署名人選任の件   　　   

                    　質疑・議決　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                      　　　　　　 （質疑応答を含め、4時半頃に終了したいと思います）

＊　議案の主な内容

　＜昨年度の活動と収支、今年度の活動計画など＞
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　昨年度は個人宅設置目標２基に対して３基設置が行われ、目標を超過達成しました。合計発電能力は19.38ｋｗとなりました。ささやかですがエネルギーの地産地消に近づくことができました。公的施設への設置は全く出来ておらず、引き続き粘りつよく働きかけをしていかねばなりません。今年度は3基を計画しておりますが、５月12日に4号機の点灯式があり、もう2基の設置が実現するようみなさんのご協力をお願いいたします。借入金は800万円に設定します。また、荒廃した里山・農地等を活用した自前の発電所建設に向けて研究を開始します。

　昨年度の収支は収益事業としては1,495円の赤字となりました。このため法人税・法人府民税は0円及び免除となりましたが、法人市民税は赤字でも均等割りの納付が求められますので3万円の支払が発生しました。

　会員は年度内96名まで到達、100名にあと4人となっています。今年度も引きつづき法人財政の強化の意味からも会員の拡大を働きかけます。

３号機の点灯式（寺田　深谷　土居宅）

会費規定の設定について

　法人設立時、入会金のみで年会費0円としておりました。しかし、ニュースの発行等で必要な経費を捻出するうえで、皆様からの拠出が必要となってまいりました。このような事情から会費規定を定めたいと思いますので、ご論議をお願いいたします。

　会費規定（案）

　（目的）定款第8条（入会金及び会費）に基づいて会費に関して必要な事項を定める。

　（会費）この規定で定める会費は次の通りとし、会費は毎年、納入する。

　　　　正会員　　入会金500円　年会費500円

　　　　賛助会員　入会金500円　年会費500円

　　　　入会年度の会費は入会金を充てる。

　（会費の事業年度）本規定の第2条で定めた会費の有効期限は定款第49条に基づき、　　　　　毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

第4条　（会費の滞納）会費を2年以上滞納した会員は定款第10条の退会届けがあったものとみなす。

　本規定の改廃は定款第23条により、総会の議決によるものとする。

　　　附則　　本規定は平成26年5月24日を以って施行する。　　　（5月1日理事会）

	　5月24日　午後2時から　　東部コミセン

記念講演　「脱原発・再生可能エネルギーとふるさと再生」　

渡邉　信夫先生（農学博士　立命館大学等講師）

　渡邉先生は京都を中心に農業や自然エネ分野の研究や活動をつづけておられます。宮津や小岩井農場のバイオマス発電、岩手・葛巻町の風力発電などその一端をお聴き下さい。

　　　　　　講演と同タイトルの著書の展示も行います、是非手にとって見て下さい。


